
他
の
そ

目
指
せ

目
指
せ

目
指
せ

目
指
せ

世
界
記
録

世
界
記
録

世
界
記
録

世
界
記
録

★
香
港
文
芸
坊
芸
術
団
お
よ
び

天
翔
楽
団
に
よ
る
交
流
演
奏
会

　

香
港
文
芸
坊
芸
術
団
の
演

奏
、
日
本
の
中
国
音
楽
愛
好
家

と
の
合
同
演
奏
に
よ
る
日
本
と

香
港
の
交
流
演
奏
会
。　

と
き

　

７
月
27
日
㈰
午
後
２
時　

と

こ
ろ　

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル　

定

員　

先
着
400
人　

参
加
費　

前

売
１
千
500
円
、
当
日
２
千
円　

●申
●問
天
翔
楽
団
事
務
局
（
☎
６

２
７
１
・
８
４
７
０
）

★
森
の
観
察
会
〜
水
生
昆
虫
〜

と
き　

７
月
19
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

と
こ
ろ　

高
島

市
森
林
公
園
「
く
つ
き
の
森
」

　

講
師　

龍
谷
大
学
非
常
勤
講

師
・
上
西
実
氏　

参
加
費　

大

人
１
千
円
、
子
ど
も
（
小
・
中

学
生
）
500
円　

定
員　

先
着
30

人
程
度　

持
ち
物　

昼
食　

●申

●問
７
月
16
日
㈬
ま
で
に
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
森
林
公

園
「
く
つ
き
の
森
」
（
☎
０
７

４
０
・
38
・
８
０
９
９
、　

０

７
４
０
・
38
・
８
０
１
２
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
スasosatoyama@

zb.ztv.ne.jp

）

★
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知

ら
せ　

厚
生
労
働
大
臣
認
定
の

民
間
訓
練
機
関
（
専
門
学
校
な

ど
）
で
の
３
〜
６
か
月
の
訓
練

で
、
就
職
に
必
要
な
知
識
・
技

能
を
習
得
で
き
る
「
求
職
者
支

援
訓
練
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

介
護
、
パ
ソ
コ
ン
、
経
理
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
多
数
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。　

受
講
料　

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
自
己
負

担
）　

●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
門
真

職
業
相
談
部
門
（
☎
６
９
０

６
・
６
８
３
１
部
門
コ
ー
ド
41

＃
）

　

５
月
31
日
、「
盛
泉
寺
」

（
浜
町
）
の
境
内
に
て
、
箏
曲
家
・
中
島
警
子
さ
ん
（
大
阪
音
楽
大
学
名
誉

教
授
・
桐
絃
社
主
宰
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
須
山
知
行
氏
顕
彰
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

故
・
須
山
知
行
氏
は
、「
春
の
海
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
箏
曲
家
の
宮
城
道

雄
氏
に
師
事
し
、
後
に
桐
絃
社
を
結
成
、
守
口
市
を
拠
点
と
し
て
、
わ
が
国

伝
統
の
音
楽
で
あ
る
箏
曲
の
普
及
と
西
洋
音
楽
と
の
融
合
に
努
め
ら
れ
、「
平

成
８
年
勲
五
等
瑞
宝
章
」、「
大
阪
芸
術
賞
」、「
大
阪
府
民
劇
場
賞
」、「
守
口

市
特
別
功
労
賞
」、「
守
口
市
有
功
賞
」
な
ど
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
須
山
知
行
氏
の
業
績
を
称
え
た
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
、
除
幕
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
端
勝
樹
市
長
、
首
藤
修
一
教
育
長
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
28
日
、
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ　

Ｂ

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ　

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

（
ワ
ク
バ
ト
ン
ス
ク
ー
ル
）
所

属
の
和
田
佳
央
世
さ
ん
（
第
一

中
３
年
）
が
守
口
市
役
所
を
表

敬
訪
問
し
、
「
第
39
回
全
日
本

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
」
の
結
果
を
報
告
し
ま
し

た
。

　

同
大
会
で
和
田
さ
ん
は
、
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、

コ
ン
パ
ル
ソ
リ
ー
女
子
ジ
ュ
ニ

ア
第
１
位
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

ペ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
第
２
位
（
世
界

選
手
権
国
内
控
え
選
手
に
認

定
）
、
選
手
権
ペ
ア
中
学
校
部

門
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

「
各
地
域
か
ら
代
表
と
し
て

選
ば
れ
て
き
た
す
ご
い
選
手
た

ち
の
、
そ
の
中
の
一
人
と
し
て

出
場
で
き
、
楽
し
く
演
技
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
念
願

だ
っ
た
全
日
本
選
手
権
１
位
の

表
彰
台
に
立
て
て
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
次
の
目

標
に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
事
に

挑
戦
し
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
喜
び
を
話
し
ま
し

た
。

　

５
月
27
日
、
プ
ル
ト
ッ
プ
収

集
協
力
者
会
（
代
表
・
城
美
知

代
氏
）
の
み
な
さ
ん
よ
り
車
い

す
２
台
が
寄
贈
さ
れ
、
感
謝
状

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
員
は
社
会
福
祉
活
動
の

一
環
で
ア
ル
ミ
缶
の
プ
ル
ト
ッ

プ
を
回
収
し
て
お
り
、
こ
の
た

び
大
勢
の
方
の
ご
協
力
を
得
て

２
年
に
わ
た
り
集
め
て
い
た
だ

い
た
プ
ル
ト
ッ
プ
約
1.5
ト
ン
を

車
い
す
２
台
に
引
き
替
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
会
が
、
こ

れ
ま
で
市
に
寄
贈
し
た
台
数
は

６
台
に
な
り
、
今
回
の
車
い
す

は
高
齢
介
護
・
障
害
福
祉
事
業

に
そ
れ
ぞ
れ
活
用
し
ま
す
。

　

西
端
勝
樹
市
長
は
「
み
な
さ

ん
の
善
意
で
寄
贈
し
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
、
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。

問
合
先　

健
康
福
祉
部
総
務
課 

（
☎
６
９
９
２
・
１
５
７
０
）

　

５
月
30
日
、
三
郷
小
学
校
の

ク
ラ
ブ
活
動
で
、
さ
ん
あ
い
広

場
「
さ
ん
ご
う
」
（
学
校
の
余

裕
教
室
を
利
用
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
自
主
的
に
運
営
）
の

安
井
政
雄
会
長
を
は
じ
め
、
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
約
10
年
前
か

ら
、
１
か
月
に
１
回
行
わ
れ
、

市
内
で
は
、
こ
の
よ
う
な
例
は

な
く
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

少
し
で
も
協
力
で
き
る
こ
と
が

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
思
い
か

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
福
岡
知

子
校
長
も
こ
の
活
動
に
は
大
い

に
賛
成
し
、
「
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
初
め
て
し

た
け
れ
ど
、
２
回
で
入
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
」
「
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
目
指
し

た
い
」
な
ど
、

元
気
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
、
京
阪
守
口
市
駅
前
道
路
休
憩
施
設
で
、

守
口
音
訳
サ
ー
ク
ル
く
す
の
木
（
お
話
し
会
）
主
催

で
、
腹
話
術
の
司
会
に
始
ま
り
、
紙
芝
居
、
が
ま
の

油
売
り
口
上
、
南
京
玉
す
だ
れ
な
ど
大
道
芸
の
披
露

が
あ
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
見
物
し
、
熱
心

な
演
技
に
会
場
は
拍
手
喝
さ
い
が
続
き
ま
し
た
。

投
稿　

町
田
忠
次
（
八
雲
西
町
）

★
第
29
回
寺
方
提
灯
（
ち
ょ
う

ち
ん
）
踊
り
大
会　

と
き　

７

月
21
㈷
・
22
日
㈫
午
後
７
時　

と
こ
ろ　

京
阪
守
口
市
駅
前
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
ス
ク
ウ
ェ
ア　

内

容　

提
灯
踊
り
、
江
州
音
頭
、

河
内
音
頭
（
講
習
会
は
７
月
13

日
㈰
午
後
１
〜
３
時
に
三
郷
公

民
館
で
開
催
。
一
般
の
人
も
参

加
可
）　

●問
市
無
形
民
俗
文
化

財
寺
方
提
灯
踊
保
存
会
（
☎
６

９
９
６
・
４
８
４
９
）

★
大
阪
国
際
大
学
・
短
期
大
学

部
「
第
２
回
地
域
協
働
セ
ン
タ

ー
活
動
報
告
会
」
（
参
加
無

料
）　

基
調
講
演
の
ほ
か
、
学

生
・
教
職
員
が
企
画
・
実
践
し

た
地
域
協
働
・
貢
献
活
動
に
つ

い
て
の
報
告
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

を
行
い
ま
す
。　

と
き　

７
月

27
日
㈰
午
後
１
時　

と
こ
ろ　

大
阪
国
際
大
学
・
短
期
大
学
部

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館　

定

員　

200
人
程
度
（
申
込
順
）※

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
下

さ
い
。　

申
込
方
法　

申
込
様

式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

www.oiu.ac.jp/regional/

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス

　

●申
●問
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
０
２
・
０
７
９
１
、

　

６
９
０
２
・
８
８
９
４
）

★
大
阪
府
立
北
大
阪
高
等
職
業

技
術
専
門
校
見
学
会　

と
き　

７
月
16
日
㈬
、
８
月
４
日
㈪
午

後
３
時
30
分　

と
こ
ろ　

大
阪

府
立
北
大
阪
高
等
職
業
技
術
専

門
校　

対
象　

平
成
26
年
10

月
、
平
成
27
年
４
月
に
入
校
を

検
討
し
て
い
る
人　

内
容　

実

習
訓
練
の
見
学
、
科
目
別
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
相
談
コ
ー
ナ
ー　

●申

●問
同
校
（
☎
072
・
808
・
２
１
５

１
）※

10
月
入
校
予
定
者
（
も

の
づ
く
り
加
工
技
術
科
）
の
願

書
受
付
は
、
７
月
９
日
㈬
〜
８

月
８
日
㈮

プ
ル
ト
�
プ
回
収
で

車
い
す
を

プ
ル
ト
�
プ
回
収
で

車
い
す
を

み
な
さ
ん
！
見
て
下
さ
い

〜
大
道
芸
人
の
集
ま
り
〜

み
な
さ
ん
！
見
て
下
さ
い

〜
大
道
芸
人
の
集
ま
り
〜

み
な
さ
ん
！
見
て
下
さ
い

〜
大
道
芸
人
の
集
ま
り
〜

み
な
さ
ん
！
見
て
下
さ
い

〜
大
道
芸
人
の
集
ま
り
〜

須山 知行（すやま ちぎょう）氏
顕彰碑の除幕式

須山 知行（すやま ちぎょう）氏
顕彰碑の除幕式

～バトントワーリング～～バトントワーリング～

驚
き
の
ク
ラ
ブ
活
動

驚
き
の
ク
ラ
ブ
活
動

華麗に
輝く
華麗に
輝く

　

６
月
13
日
、
西
尾
真
君
（
市
内
在
住
・
高

校
２
年
生
）
が
守
口
市
役
所
を
訪
れ
、
第
13

回
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ユ
ー
ス
世
界
選
手
権

（
男
子
50
ｍ
・
100
ｍ
ビ
ー
フ
ィ
ン
、
男
子
４

×

100
ｍ
サ
ー
フ
ィ
ス
＝
６
月
27
日
ギ
リ

シ
ャ
・
ク
レ
タ
島
・
ハ
ニ
ア
開
催
）
出
場
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

発
祥
の
フ
ィ
ン
（
足
ひ
れ
）
を
履
い
て
泳
ぐ

ス
ポ
ー
ツ
で
、
ビ
ー
フ
ィ
ン
は
ゴ
ム
製
の
２

枚
フ
ィ
ン
を
履
い
て
、
サ
ー
フ
ィ
ス
は
ス

ノ
ー
ケ
ル
を
使
用
し
、
１
枚
フ
ィ
ン
を
履
い

て
水
面
を
泳
ぐ
種
目
で
す
。

　

西
尾
君
は
幼
少
期
か
ら
水
泳
に
慣
れ
親
し

み
、
高
校
に
入
っ
て
母
親
の
薦
め
で
ビ
ー

フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
、
放
課
後
に
毎

日
３
時
間
以
上
練
習
し
、
国
内
大
会
で
日
本

新
記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
輝
か
し
い
活
躍
を

し
て
い
ま
す
。

　

「
息
子
が
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ィ

ン
ス
イ
ミ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に

つ
な
が
れ
ば
」
と
母
・
眞
理
子
さ
ん
。
西
尾

君
は
「
さ
ら
な
る
記
録
を
目
指
し
て
、
み
ん

な
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。
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